
 

 

 

 

 

 

 

 

  

暖かな日差しが心地よい季節となりました。 

 例年であれば運動会が実施され、高等部では現場実習期間に入る時期ではありますが、今年度は 

新型コロナウイルス感染防止対策のため、多くの学習や行事が中止や変更となっています。本号では、

地域連携に関する各種の中止や変更のお知らせをさせていただきます。ご理解とご協力をお願いいた

します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
北海道美唄養護学校 

第２号 

令和３年６月１８日発行 

学校公開・公開方法変更のお知らせ 
7月 16日（金）に実施予定の学校公開について、昨今の新型コロナウイルス感染症のまん延状況を

受け、当初予定しておりました集合形式での公開を取り止め、個別に教育相談・学校見学を実施するこ

とになりました。 

つきましては、次年度本校へ進学（主に年長・小学6年生・中学3年生）、または転学をご検討の方を

対象に教育相談を実施いたします。それ以外の方については、短時間にはなりますが、２学期頃をめどに

個別に教育相談・学校見学等にて対応させて頂く予定です。ご希望がありましたら該当学部の特別支援

教育コーディネーター（小学部：齊藤、中学部：星野、高等部：白井）宛にお問い合わせ頂きますようお願

いいたします。 

学校公開に参加を予定されておりました皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解頂きます

ようお願いいたします。 

 

  この件についてのお問い合わせは、教頭または地域連携部・星野までお願いいたします。 

同窓会について 
■夏季休業中に予定していました同窓会は、今年度も中止になりました。 

 

新型コロナ感染症拡大防止のため、中止となりました。同窓会を楽しみにしていた皆様には

残念なお知らせとなってしまい、ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いい

たします。   

来年度、同窓会でお会いできることを楽しみにしています。 

なお、会員の皆様には、往復はがきを郵送しました。近況をお知らせいただき、後日、冊子

にして、皆様に郵送したいと考えていますので、よろしくお願いします。 

同窓会事務局より  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特別支援教育コーディネーター」って？？ 

 
前号にて、3 名のコーディネーターそれぞれの自己紹介を掲載させて頂きましたが、中には「特別支援教

育コーディネーターって、どんなことをしているの？」と疑問に思った方もいらっしゃったのかもしれません。そ

こで、今回は「特別支援教育コーディネーター」がどのような役割を担っているかを御紹介させて頂きます。 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

文部科学省のホームページには、『特別支援教育コーディネーターは、学校内の関係者や外部の関係機

関との連絡調整役，保護者に対する相談窓口，担任への支援，校内委員会の運営や推進役といった役割

を担っています。･･･』と記載されています。 

具体的には、○担任の先生方への支援 ○近隣の学校への支援 ○保護者の方への支援 を行ってい

ます。 

校内に向けての業務の一つとしては、「個別の教育支援計画」の策定が挙げられます。担任の先生や保

護者の方と連携して記載内容や方法を検討する、場合によっては相談支援事業所等の関係機関を保護者

の方に紹介し、「つなげる」といった業務を行っています。 

また本校に就学・進学・転学希望の方を対象に「教育相談」を実施し、本校の教育内容を紹介し、適切

な学びの場を考えて頂けるように相談業務を行っています。寄宿舎の利用を検討している方に対しては、寄

宿舎の見学も「教育相談」の中で扱い、理解の啓発に取り組んでいます。 

 

近隣の学校への支援として「特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業」があります。この事業は

要請のあった空知管内の学校（幼小中高）に在籍する、支援を必要としている幼児児童生徒と、そのお子

さんに関わる先生方に対して継続した支援を行うもので、各校に複数回伺い、支援の方策を担当される先

生方と一緒に模索しています。 

 

「特別支援教育コーディネーター」は校内外でいろいろな人や施設などを「つなぐ」「支える」役割を担って

います。お子様の“学び”について、必要な情報を提供し、一緒に考えていくことができるよう今後も努めて

いきます。今後とも御理解のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 


